
講座：コロナ後の世界と日本経済の動向

「2030年国連SDGsの目標達成へ向けて」

2021年6月23日
講師 明川文保
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「私の略歴」

明川文保
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◆高度経済成長期
ｴﾈﾙｷﾞｰの転換／高効率化

石炭⇒石油・原子力

人口の移動：農村⇒都市

☆オイルショック

◆経済成熟期?
ｴﾈﾙｷﾞｰの転換
脱カーボン・核☆アフターバブル

◆山口総合流通センター ◆福岡総合流通センター

岸信介／衆議院議員

環境負荷：大⇒小

安倍晋太郎／衆議院議員
安倍晋三／衆議院議員

◆バブ
ル景気

☆ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

☆ﾃﾞｼﾞﾀﾙｼｮｯｸ

☆コロナショック

☆ﾆｸｿﾝｼｮｯｸ

第１回サミット

冷戦終結

米中新冷戦
／米中貿易戦争

イデオロギーの跋扈

日米貿易摩擦／半導体協定
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山口総合流通センター

福岡総合流通センター

1988年5月OPEN

1973年5月OPEN
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岸信介 元首相 安倍晋太郎 元大臣 安倍晋三 前首相
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DEVNETとは…
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国連ECOSOC-NGO：5,591法人（2019年9月1日現在）

General

Special

Roster/ﾛｽﾀｰ

日本に本部を構え
活動している4団体の１つ

１３７法人

4,486法人

968法人

General Consultative Status
総合諮問資格

協議資格の地位を有するNGOは、
理事会とその補助機関の会合に

オブザーバーを派遣し、かつ理事会
の作業に関連する事項について

書面による声明を提出することがで
きる。

UN PASSES

世界のNGO：１万７千団体
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１９８５年DEVNET設立

Tips
Technological 
Information 
Promotion 
System
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TIPS（Technological Information Pilot System)の
実行母体としてDEVNETを設立

1985

INTER PRESS SERVICE
創立者・代表 ロベルト・サビオ氏

参加11か国からスタート

◇東西冷戦時代 ◇南南協力の視点から
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1995

ECOSOC-NGO：カテゴリーⅠ認証
（General Consultative Status ／国連総会等での発言権付与)

１、国連総会 ２、経済社会理事会／ECOSOC ３、安全保障理事会
４、信託統治理事会 ５、国際司法裁判所 ６、事務局

【国連主要６機関】

２０１８年１０月現在、ＥＣＯＳＯＣに登録されているＮＧＯは５,１６１団体

その内、国連がとりあげる諸問題に総合的に発言できるＮＧＯは１３８団体
ある。（カテゴリー１→General Consultative Status）
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1995年総合諮問資格
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2010
上海万博

ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ
DEVNET TOKYO
日本支部発足
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2015

DEVNET INTERNATONAL
総裁 アルセニオ・ロドリゲス氏

☆New Logo Mark

財）DEVNET Tokyoを
DEVNET JAPANへ商号変更
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ロドリゲス前会長 カリーノKIP会長 ゴネッラKIP館長 イタリア国際TVインタビュー
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MDGs=SDGsの前身
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From Rome to Tokyo 2019
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2019.12.16 共同声明文への調印

DEVNET INTERNATIONAL
総裁 Dr. Arsenio Rodriguez

DEVNET INTERNATIONAL
創立者 Dr. Roberto Savio

DEVNET JAPAN
代表理事
Fumiyasu Akegawa
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～
2020

2030

★２０１９年１２月１６日（火）記念式典開催
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2020

2030
～

「自由で開かれたインド太平洋」構想

TICAD横浜宣言

２００７年～
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DEVNETを
支えるｸﾞﾙｰﾌﾟ法人
４社
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DEVNET
TOKYO⇒JAPAN ⇒INTERNATIONAL 

活動の軌跡
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2014年ラオスプロジェクト I Proposed soy-bean-inter-
cropping-with-rubber-tree, 
and further stated that we 
would like to advance the 
advancement of agriculture 
"sixth industrialization" from 
there.
大豆とゴムの混植を提案、さらに
6次産業化等 農業の高度化が
そこから始められることを述べた。

農業林業省大臣
ヴィライヴァン・ホムケ氏
と会談

エネルギー鉱業省大臣
ソンリヴォン・ダラヴォン氏
を再訪

副首相ソムサワット氏と
は旧知の間柄
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2014年 ベトナム訪問／技能実習生視察

Meeting with technical interns A class scene at a training school

・ベトナム技能実習生送り出し機関の関係者と協議
ベトナムには政府出資の信頼性の高い送り出し機関が存在する
当該機関の一部と契約を締結した
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2015年ミラノ万博

26

イタリア国営テレビのインタ
ビューに応える瀧秀水氏

APU(立命館アジア太平洋大学）元学長／

現国際教養大学理事長・学長 モンテ・カセ
ム氏のプレゼンテーション

※万博後、スリランカ大統領顧問へ抜擢さ
れる

イタリア国営テレビのインタビューに
応える明川文保氏



2015年 上海復旦大学にて講演
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2008年 第１回日韓フォーラム
「日韓新時代に向けて大いに語る会」

2008年5月27日
韓国から招聘した劉鐘海氏と孔星鎮氏を大宰
府・九州国立博物館等に案内。当日、福岡県議
会棟で開催された「日韓(福韓)新時代に向けて大
いに語る会」に臨む

2008年12月13日
福岡での「語る会」をきっかけに、
日中韓３ヵ国首脳会議が福岡で開催
されることに決定した。開催地選定
における経緯については、「九州国
立博物館創立10周年記念冊子」に舞
台裏事情として紹介されている

於：福岡県議会棟１階
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2016年 第２回日韓フォーラム-1
「日韓新時代に向けて大いに語る会」

2016年6月2日朝

旧友の劉氏との朝食の席に、元駐日大使の孔氏
をお招きし、昭和から平成までの日韓関係を振
り返りました。

孔魯明（공로명） コン・ノミョン氏
元韓国外務大臣
元駐日大使

劉鍾海（유종해） ユ・ジョンヘ氏
元行政大学院院長
現大統領政策諮問委員
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2016年 第２回日韓フォーラム-2
大韓航空会長室にて
2016年6月2日昼

趙成圭氏から紹介された韓進グループ創業家の趙
重建氏よりお招きを受けました。場所は同グルー
プ系列企業である大韓航空の会長室で、韓国の著
名な政治評論家である南時旭氏が同席しました。

左から
趙成圭氏、
明川、
趙重建氏、
劉鍾海氏

趙成圭（조성규） チョ・ソンギュ氏
延世大学校文化大学名誉教授(アメリカ文学)
オハイオ州マイアミ大学名誉人文学博士

南時旭（남시욱） ナム・シウク氏
元東亜日報編集局長
ジャーナリスト

趙重建（조중건） チョ・チュンゴン氏
元韓進開発社長
元大韓航空社長・会長 30



ロッテホテル37階桃林の間
平成28年6月2日夕

旧知の韓羲泳氏と韓準石氏、そして元サムソン電子社長の申勳澈氏が合流し、
韓国経済発展と日本の政治経済界の関わりなど、当事者しか知り得ないリアル
な日韓交流史に花が咲きました。

左から
韓羲泳氏、
韓準石氏、
劉鍾海氏、
明川、
趙重建氏、
申勳澈氏

申勳澈氏と
手製の焼物

を交換

2016年 第２回日韓フォーラム-3

申勳澈（신훈철） シン・フンチョル氏
元サムソン電子社長・星友会会長
現サムソン星友会顧問

韓羲泳（한희영） ハン・ヒヨン氏
ソウル大学校経営大学名誉教授
元ソウル大学校経営大学学長
朴正煕元大統領経済顧問

韓準石（한준석） ハン・ジュンソク氏
元朴正煕大統領秘書室経済担当秘書
元韓国科学技術研究所行政副所長 31



2017年 ハノイにて日越国際異業種商談会

Held
April 19th, 2017 at 13:30
7TH Floor VCCI Tower in Hanoi
Sponsored
DEVNET JAPAN FOUNDATION
VCCI (Vietnam chamber of commerce and industry)

Sponsorship
Embassy of Japan in Vietnam

Japan Business Association

Dr．DOAN DUY KHUONG
Vice President of VCCI
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2017年ハノイ、デウホテルにて
海外初、東久邇宮国際文化褒賞授与式開催
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在ベトナム日本大使館
JETRO
JICA

協賛：



2017年ホーチミン訪問／技能実習生送出機関訪問

Mr. PHAN THANH TANM
Chair of AKURUHI Group

We had a discussion with AKURUHI Group in Ho chi minh city,  
about technical intern trainee to Japan. We signed a 
memorandum of agreement to accept trainees from Vietnam.

We discussed with Sagri (Sai Gon Agriculture Corporation : it manages more than 
2,000ha of public land) in Ho chi minh city.
We had a agreement to support urban development & promotion of agriculture, 
fisheries industry, livestock industry, forestry .

34



2017年 ハノイVWEC訪問／女性起業家協議会

Ms. Nguyen Thi Tuyet Minh
Chair of  VWEC
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2018年3月 在ベトナム日本国大使館を表敬訪問
特命全権大使梅田邦夫氏と会談
主な内容：外国人技能実習生に関する意見交換
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2018年5月 ホーチミン市 VWECミン会長を訪問
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2018年5月訪越
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2018年 DATA-MAX社 児玉悦子社主 受賞祝賀会
２０１８年６月２５日／福岡ホテルオークラ

39
２０１８年６月２４日／於：国際文化会館
ベトナム人、タイ人受賞者とともに



2006年タイ国王ラーマ9世在位60周年記念／世界の王族が臨席

2019年 ラーマ10世即位

2018年 タイ王国との交流
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2018年 ASEAN投資ﾌｫｰﾗﾑ ６月２６日午後開催／会場：福岡

６月２６日午前／九州電力訪問

対ベトナム投資／対タイ王国投資(ロイヤルプロジェクト) 等

Dr. Thanawan Bhookphan,  AVM  Nantapats Vorametstrada,  AVM Fungsak Ruangkol
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2018年
ハノイ国立高等技術職業専門大学（理美容学部）訪問

２０１８年８月１４日

42



2018年 第３回 日韓フォーラム 10月4日 於：東京

日韓新時代に向けて大いに語る会
「これからの日米韓朝の行方」

劉鐘海元大統領顧問に聞く

劉鍾海先生 明川理事長、劉鍾海夫妻、吉村会長、正木氏 43



2018年 タイ王室賓客 山口観光 6月27日

Dr. Thanawan Bhookphan,  
AVM  Nantapats Vorametstrada, 
AVM Fungsak Ruangkol
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2018年 タイ王国王室所有地 視察 2018年10月24日

株式会社データ・マックス児玉社長、APAMAN株式会社 大村社長
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2018年 日本メディカルスポーツ協会発足 2018年11月1日

新たに発足した日本メディカルスポーツ協会の（左から）江本孟紀理事、
北島政樹代表理事、林諄常務理事、吉川達郎副代表理事

46



『入管法改正へ』

入国管理局は

入国管理庁へ

スタッフ数
５７０名超の大量増員

11月27日衆院通過

2018年
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2019年3月 訪タイ：技能実習生面接 他

面接会場となった NIRAN GRAND HOTEL BANGKOK

48
※白バイが先導し、準国賓待遇を受ける



2019年12月16日 於 東京プリンスホテル
DEVNET 本部移転／東京本部設立 調印式典
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DEVNET JAPAN 名古屋事務所開設

【事務所長】
㈱Mugen
代表取締役 玉置祥子
【開所式】
2020年10月20日（火）
午前10時～午後2時
名古屋市名東区貴船２丁目702
※120坪

2020年10月20日
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Feb18th,2021

Thai Canal

Thai Canal 
Development Plan 2021

1

INDIAN  OCEAN

PACIFIC  OCEAN
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はじめに／Why the Thai Canal 2

Thai運
河総合

開発計
画

1、タイ王国
３００年の夢

2、南南協力
Trade for Peace

４、SDGｓ

3、インド・太平洋
構想

５、After コロナ
の世界恐慌

Why The Thai Canal

Thai運河開発の目的は、１：タイ王国３００年の夢、サ
ビオ氏の２：南南協力、日本政府の3：インド・太平洋政
策、そしてDEVNETの４：SDGsの実行・実現、アフターコ
ロナの世界恐慌に備える５：ASEAN発のニューディール

計画、これら５つの課題を１つのプロジェクトで解決す
るものです。
本計画は、新生DEVNET INTERNATIONALとして2019

年12月にローマから東京に本部を移転してから初の世
界規模の開発計画となります。

タイ国王は元より世界の王族、国連機関、各国領事
館等とともに、２０３０年(SDGs)、２０５０年（パリ協定）の
解決の道筋を示していきたいと思っています。

2021年2月18日
DEVNET INTERNATIONAL 

総裁 明川文保

20210406

©Copyright 2021 DEVNET INTERNATIONAL

DEVNET INTETERNATIONAL
創設者ロベルト・サビオ

DEVNET INTETERNATIONAL
総裁 明川文保

タイ国王ラーマ10世
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Where is Thai Canal

• Thai運河はクラ地峡（クラちきょう）を
横断する全長108kmの運河となる。
東のインド洋と西の太平洋を結ぶ運河となり、海上交通が
今後ますます逼迫するマラッカ海峡を補うものとなる。

• 全長108kmのThai運河はスエズ運河（全
長:193km）に次ぐ世界2位の大洋を結ぶ
運河となる。

• Thai運河の開通によって現在の航路を1,200km
短縮する。
時間にすると2日～5日短縮可能となる。

• 108㎞×21㎞（9 ㎞ +3 ㎞ +9 ㎞ ）＝2,260㎢
の総合土地開発

• 人口2,000万～3,000万人居住予定

Thai運河計画とマラッカ海峡

インド洋

太平洋

3
20210420

©Copyright 2021 DEVNET INTERNATIONAL

Thai運河計画
全長：108km
全幅：3km
水深：40ｍ

マラッカ海峡
全長：900km
最狭幅：2.8km
最浅水深：23ｍ

計画航路

現在の航路

タイランド湾
アンダマン海

南シナ海

53



9Q 10Q 11Q 12Q 13Q 14Q 15Q 16Q1Q 2Q 3Q 4Q 5Q 6Q 7Q 8Q

1,事業計画策定

（調査・調整・協議）

２，事業主体、事業組織立
上

３，現地事務所開設

４，現地スタッフ採用

When will it open ? ／ 開通はいつ？
2030年達成へ 2050年達成へ

2021年

2050年2030年

2022年

運河開通：２０２６年（工期5年）
総事業費（総合都市開発）：約5,000兆円／10年間延べ

※国際環境基準準拠

※運河の収益をベースとしてエネルギー開発
＋自然エネルギー（太陽・風力・波力）
＋水素エネルギー
＋水エネルギー
＋パーム油（ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ）
を基盤として都市運営

2026年
Paris AgreementSDGs運河開通

【Thai運河】・全長108km×幅3,000m
【土地開発】・運河両岸に各9kmの土地造成=2,260㎢

※108×（9+3+9）＝2260
※国際物流および金融の拠点として整備
※※スエズ運河:
通行料ＬＮＧ（液化天然ガス）船1隻1回につき5000万円
売上57億$USD/2019年

20210406

©Copyright 2021 DEVNET INTERNATIONAL 54



What is Thai Canal ？（1）
Thai運河＝運河+国際都市（国連機関、大使館、領事館、Royal Club City、ＦZ/経済特区）

Resort Islands

全長108ｋｍ

水
深

40
ｍ

Monorail

幅
3,

00
0m

9k
m

9k
m

30万t ﾀﾝｶｰ

Monorail

国連機関
大使館
領事館

Royal Club City

☆誘致計画
１，国連機関 FAO,UNDP, etc
２，各国機関 領事館等
３，王族への呼びかけ”Royal Club City”
４，保税特区
５,  金融証券・貴金属・穀物 他国際取引所

※国際物流および金融の拠点として整備
【スエズ運河】
通行料ＬＮＧ（液化天然ガス）船1隻1回につき5000万円
売上57億$USD/2019年

5

地下トンネル

20210406

©Copyright 2021 DEVNET INTERNATIONAL

喫水25m 喫水25m
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What is Thai Canal ？（2）
Thai 運河＝運河+環境都市（水素エネルギーと自然エネルギーを基盤とした自給自足都市）

地下開発：地下街／地下道／上下水／電気・ガス／通信網

Sun CityMoon City Project:SOLLUNA

インド洋側 太平洋側

【Thai運河都市：SOLLUNA】
・全長108km×21km×両岸＝2,260㎢の土地開発

※シンガポール面積：728 ㎢、福岡市343 ㎢／山手線の内側の面積は約63㎢

20210406

©Copyright 2021 DEVNET INTERNATIONAL

6
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What is Thai Canal ？（3） 7
20210406
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What is Thai Canal ？（4） 8

58



What is Thai Canal ？（5）
Thai 運河＝運河+自給自足共存共栄型都市（対感染症、防災）

食料の保全・保存を資源開発・保全、
技術開発（低温物流）により行う

【自給自足可能な居住区画を集積する】
１，大規模開発ではなく小規模開発の集積
２，エネルギー、食糧等 自給自足で賄う
３，将来の高齢化に備えた区画では病院・介護施設
をコアとして開発、子供若年層が多い区画では学校
をコアとして開発 etc

Sun CityMoon City Project:SOLLUNA

農産資源
開発・保全

海産資源
開発・保全

低温物流

農業／林業／畜産業

水産業
（養殖）

9

農産資源
開発・保全

農業／林業／畜産業

20210406
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自給自足共存共栄型集合住宅 10
20210406

ユダヤ王家シンボル

60



国際救急医療（災害救助）

160ｍ 病院船

ドクターヘリ１機搭載

ドクターヘリ

救急車
73ｍ 病院船

健診車

120m病院船

73m病院船

ドクターヘリ１機搭載

ドクターヘリ３機搭載

ドクターヘリ1機搭載

11
20210406
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誘致計画 13

経済開発 社会開発 環境保全・防災
農業

漁業

林業

畜産業

工業

自動車産業

エネルギー産
業

食品加工

物流基地

低温度帯物
流

航空・船舶・鉄
道・道路

金融

証券

保険

観光業

医療・介護

スポーツ

国連機関

各国機関

王族

地域連携

インフラ整備

通信

宇宙

光ファイバー

無線通信

AI
土木

空港

鉄道

道路

上下水

建築

住居

教育機関

幼稚園

小中学校

高等学校

大学

研究機関

先端技術

病院

対災害インフラ強化

エネルギー安定供給

食糧安定供給

保健・衛生（感染症対策）

気象観測・早期警戒

気候変動リスク対応

資源確保・備蓄

水安定供給

関係する分野の法人・個人の参加を広く募ります！

20210406
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Join Us for the Future

本日、DEVNET INTERNATIONALは
Thai運河総合開発計画は進行中です。

皆様のお力添えを
どうぞよろしくお願いいたします。

14
20210406
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